
八
百
年
の
伝
統
行
事

卍

京

の
六

地

蔵

め
ぐ

り

六
地
蔵
と
は
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、
天
上
の
六
道
に
迷
い
苦
し
む
衆
生
を

救
済
せ
ん
と
発
願
せ
ら
れ
た
仏
さ
ま
で
あ
る
。

◎
六
地
蔵
尊
縁
起

京
の
六
地
蔵
尊
は
、
人
皇
五
十
五
代
、
文
徳
天
皇
の
仁
寿
二
年
（八
五
二
、
千
百
三
十
余
年
前
）
、
朝

お

の

の

た
か
し
ら

廷
に
仕
え
る
参
議
左
大
排
、
従
三
位
小

野

堂

公
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
霊
像
で
あ
る
。
堂
は
嘉
祥
二
年

（八
四
九
）
、
四
十
八
才
の
時
、
大
病
に
か
ヽ
り
侵
死
状
態
と
な
っ
た
。
夢
遊
の
中
に
地
獄
の
世
界
に
行

び
　
く

き
、
恐
ろ
し
い
地
獄
の
猛
火
の
中
に

一
人
の
尊
き
比
丘
ま
し
ま
し
て
、
獄
卒
に
苦
し
め
ら
れ
て
悲
鳴
す

る
罪
人
た
ち
を
慈
悲
の
み
手
に
救
い
取
り
給
う
お
姿
を
拝
し
た
。

比
丘
曰
く

「我
は
こ
れ
地
蔵
菩
薩
な
り
、
音
、
釈
迦
如
来
の
滅
後
、
末
世
の
衆
生
を
我
に
付
託
し
給

う
故
に
、
毎
日
も
ろ
／
ヽ
の
地
獄
に
入
り
、
大
神
通
力
を
以

っ
て
罪
障
の
人
を
救
う
、
普
く
衆
生
を
済

し

ゃ

ば

度
す
る
と
い
え
ど
も
、
尚
、
無
縁
の
衆
生
を
救
う
こ
と
難
し
、
汝
、
娑
婆
世
界
に
か
え
ら
ば
、
一
切
の

人
々
に
、
お
の
が
犯
す
罪
業
の
報
い
に
よ
っ
て
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
地
獄
の
苦
痛
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
し

め
て
、
我
に
帰
依
せ
し
め
よ
」
と
。

堂
は
大
悲
の
御
心
に
強
く
感
激
し
て
、
末
法
の
衆
生
に
普
く
菩
薩
の
御
利
益
を
こ
う
む
ら
し
め
ん
と

発
願
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
木
幡
山
の

一
本
の
桜
の
大
木
を
以

っ
て
六
体
の
地
蔵
尊
像
を
刻
み
、
木
幡
の

里
、
即
ち
、
現
在
の
伏
見
六
地
蔵
の
地
に
安
置
さ
れ
た
。

七
十
七
代
、
後
白
河
天
皇
は
深
く
こ
の
六
地
蔵
尊
を
御
信
仰
に
な
り
、
宝
確
長
久
、
王
城
守
護
、
厄

病
退
散
を
祈
願
し
、
又
、
都
往
来
す
る
旅
人
た
ち
の
路
上
安
全
を
願
い
、
又
、
広
く

一
般
庶
民
に
二
世

福
楽
の
利
益
結
縁
の
御
心
か
ら
、
保
元
二
年
２

一
五
七
、
人
百
三
十
年
程
前
）
、
平

清
盛
に
勅
命
し
、

清
盛
は
西
光
法
師
に
命
じ
て
、
都
街
道
の
入
口
六
ヶ
所
に
六
角
堂
を
建
て
て
、　
一
体
ず
つ
御
尊
像
を
分

置
さ
れ
た
。
『寛
文
五
年
２

六
六
五
Ｘ
ハ
地
蔵
縁
起
、
六
地
蔵
大
善
寺
所
蔵
』

こ
れ
よ
り
京
の
宗
教
行
事
と
し
て
広
く
庶
民
に
親
し
ま
れ
る

配
ハ
地
蔵
め
ぐ
り
」
の
風
習
が
起

っ
た
。

◎
六
地
蔵
め
ぐ
り

伏

見

六

地

蔵

奈
良
街
道
　
・品
山

伏
見
区
桃
山
町
西
町
一
一四

　

大
善
寺
　
な
六

一
一
―
四
九
二ハ
六

六
地
蔵
尊
発
祥

の
地
、
附
近
に
桃
山
城
、
桃
山
御
陵
が
あ
る
。

鳥

羽

地

蔵

　
西
国
街
道
　

・品
山

南
区
上
鳥
羽
中石
ノ
本
町
九
三
　
浄
禅
寺
　
ａ
六
九

一
上
一天

三

一

当
寺
に
袈
裟
御
前

の
お
墓
が
あ
る
。

八
月
二
十
二
日
夜
に
六
斎
念
仏

の
奉
納
が
あ
る
。

桂

　

地

　

蔵
　
丹
波
、
山
陰
街
道

・乱
品

西
京
区
桂
春
日
町
九
　
地
蔵
寺
　
ａ
三
人

一
■
一五

三
八

本
堂
内
東
側
に
鎌
倉
時
代

の
石
像
薬
師
如
来
を
安
置
す
る
。

附
近
に
は
桂
離
宮
が
あ
る
。

常

盤

地

蔵

周
山
街
道

一Ｔ
６‐６
麟

左

只
区
常
盤
馬
塚
町

一
　

　

源
光
寺

ａ
八
今

―

父^

〇
七

当
寺
に
常
盤
御
前

の
お
墓
が
あ
る
。



発
願
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
幡
山
の

一
本
の
桜
の
大
木
を
以
っ
て
六
体
の
地
蔵
尊
像
を
刻
み
、
木
幡
の

里
、
即
ち
、
現
在
の
伏
見
六
地
蔵
の
地
に
安
置
さ
れ
た
。

七
十
七
代
、
後
白
河
天
皇
は
深
く
こ
の
六
地
蔵
尊
を
御
信
仰
に
な
り
、
宝
酢
長
久
、
王
城
守
護
、
厄

病
退
散
を
祈
願
し
、
又
、
都
往
来
す
る
旅
人
た
ち
の
路
上
安
全
を
願
い
、
又
、
広
く

一
般
庶
民
に
二
世

福
楽
の
利
益
結
縁
の
御
心
か
ら
、
保
元
二
年
貧

一
五
七
、
八
百
三
十
年
程
前
）
、
平

清
盛
に
勅
命
し
、

清
盛
は
西
光
法
師
に
命
じ
て
、
都
街
道
の
入
口
六
ヶ
所
に
六
角
堂
を
建
て
て
、　
一
体
ず
つ
御
尊
像
を
分

置
さ
れ
た
。
『寛
文
五
年
貧

六
六
五
と
ハ
地
蔵
縁
起
、
六
地
蔵
大
善
寺
所
蔵
』

こ
れ
よ
り
京
の
宗
教
行
事
と
し
て
広
く
庶
民
に
親
し
ま
れ
る

配
〈
地
蔵
め
ぐ
り
」
の
風
習
が
起

っ
た
。

◎
六
地
蔵
め
ぐ
り

伏

見

六
地

蔵

奈
良
街
道
　
一品
山

伏
見
区
桃
山
町
西
町
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大
釜
口寺
　
ａ
六
一
一
―
四
九
杢

ハ

六
地
蔵
尊
発
祥
の
地
、
附
近
に
桃
山
城
、
桃
山
御
陵
が
あ
る
。

鳥

羽

地

蔵
　
西
国
街
道
　
一品
凸

南
区
上
鳥
羽
岩
ノ
本
町
九
三
　
浄
禅
寺
　
８
上ハ
九

一
―
一一人
三
一

当
寺
に
袈
裟
御
前
の
お
墓
が
あ
る
。

八
月
二
十
二
日
夜
に
六
斎
念
仏
の
奉
納
が
あ
る
。

桂

　
地

　

蔵
　
丹
波
、
山
陰
街
道
　
一乱
品

西
京
区
桂
春
日
町
九
　
地
蔵
寺
　
蓉
三
人
一
上
一五
三
八

本
堂
内
東
側
に
鎌
倉
時
代
の
石
像
薬
師
如
来
を
安
置
す
る
。

附
近
に
は
桂
離
宮
が
あ
る
。

一冨

盤

地

一蔵
　
周
山
街
道
　
一乱
麟

右
京
区
常
盤
馬
塚
町

一　
　
　
源
光
寺
　
ａ
八
八
一
―
エハ
八
〇
七

当
寺
に
常
盤
御
前
の
お
墓
が
あ
る
。

鞍

馬

口
地

蔵

鞍
馬
街
道

品

歯

士

鞍
唇

通
寺
築

仝

善
寺
門
前
里
天

上
差
口寺
　
ａ
壬
量

―
王
全

九

明
治
初
年
ま
で
深
泥
池
の
辺
に
あ

っ
た
。

八
月
二
十
二
日
夜
に
六
斎
念
仏
の
奉
納
が
あ
る
。

山

科

地

蔵

東

海

道

〒
肌

山
科
昌

ノ
宮
泉
水
里

六

徳
林
庵

３

全

６

妻

三

お
堂
の
後
に
蝉
丸
（人
康
親
王
）
の
供
養
塔
、
茶
所
に
四
体
仏
の
石
仏
が
あ
る
。

毎
年
、
八
月
二
十
二
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で
の
地
蔵
め
ぐ
り
に
は
、

」ヽ
の
エハ体
地
蔵
尊
を
め

ぐ
っ
て
罪
障
消
滅
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災
、
家
運
繁
栄
の
祈
願
を
こ
め
て
、
昼
夜
巡
拝
者
が
続
き
、

近
年
益
々
盛
ん
で
あ
る
。
昔
か
ら
京
の
町
々
で
子
供
を
中
心
に
地
蔵
祭
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
の
も
六
地

蔵
信
仰
に
起
因
す
る
。

◎
お
札
、
お
守
り
授
与

参
詣
者
は
毎
年
、
六
色
の
六
地
蔵
尊
お
札
を
頂
い
て
家
の
入
口
に
つ
る
し
、　
一
年
中
の
厄
病
退
散
、
家

内
安
全
、
福
徳
招
来
の
護
符
と
す
る
。

◎
初
盆
参
り
、
水
子
供
養

新
亡
精
霊
の
初
盆
に
は
水
塔
婆
供
養
し
、
三
年
間
巡
拝
す
れ
ば
六
道
の
苦
を
免
れ
る
。

又
、
お
地
蔵
さ
ま
は
子
供
の
仏
さ
ま
で
あ
る
。
不
運
な
因
縁
に
よ
り
、
こ
の
世
に
生
れ
出
る
こ
と
の
出

来
な
か

っ
た
水
子
の
供
養
に
お
参
り
下
さ
い
。
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◎
地
蔵
菩
薩
の
利
益

地
蔵
菩
薩
は
、
釈
尊
の
滅
後
、
末
法
濁
悪
の
世
に
於
て
、
衆
生
を
済
度
せ
よ
と
の
大
任
を
釈
尊
か
ら

受
け
つ
が
れ
た
仏
さ
ま
で
あ
る
。
今
現
に
、
六
道
能
化
の
仏
と
し
て
大
い
に
化
益
し
給
う
。

延
命
地
蔵
経
に
は
、
地
蔵
菩
薩
を
拝
す
る
も
の
は
十
種
の
福
を
得
る
。

一
つ
に
は
女
人
安
産
、
二
つ
に
は
身
根
具
足
、
三
つ
に
は
諸
病
悉
除
、
四
つ
に
は
寿
命
長
遠
、
五
つ

に
は
聡
明
智
慧
、
六
つ
に
は
財
宝
豊
か
、
七
つ
に
は
衆
人
の
愛
敬
、
八
つ
に
は
五
穀
豊
穣
、
九
つ
に
は

神
明
の
加
護
、
十
に
は
大
菩
提
を
さ
と
る
。

又
地
蔵
菩
薩
は
、
大
地
の
仏
さ
ま
で
あ
る
。
建
築
の
際
、
安
宅
地
鎮
の
仏
と
し
て
家
屋
敷
の
安
全
、

家
内
の
安
全
、
町
内
の
安
全
を
守
護
し
給
う
。
大
地
は
宝
の
蔵
で
あ
り
、
無
尽
の
宝
物
を
貯
蔵
し
て
こ

れ
を
万
物
に
恵
み
与
え
、
又
、
万
物
を
発
育
、
成
長
、
開
花
、
結
実
せ
し
め
る
偉
大
な
る
不
可
思
議
力

を
与
え
給
う
。
こ
れ
皆
地
蔵
菩
薩
の
恩
徳
で
あ
る
。

又
地
蔵
菩
薩
は
、
子
供
の
仏
さ
ま
と
し
て
親
し
ま
れ
、
子
供
の
無
事
安
全
成
長
を
お
守
り
下
さ
る
。
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